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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年11月13日(2008.11.13)

【公表番号】特表2008-515889(P2008-515889A)
【公表日】平成20年5月15日(2008.5.15)
【年通号数】公開・登録公報2008-019
【出願番号】特願2007-535700(P2007-535700)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｃ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｌ
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  16/18    ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   7/00    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/00    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  19/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月17日(2008.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの血清アルブミン結合ドメイン（ＳＡＢＭ）、少なくとも１つの標的化
因子（ＴＡ）および少なくとも１つの細胞傷害性因子（ＣＡ）を含む、コンジュゲート分
子。
【請求項２】
　前記ＳＡＢＭがＤＩＣＬＰＲＷＧＣＬＷ（配列番号８）の配列と少なくとも５０％同一
であるアミノ酸配列を含み、該アミノ酸配列が２つのＣｙｓ残基を有し、該２つのＣｙｓ
残基の間に５つのアミノ酸残基を有する、請求項１に記載のコンジュゲート分子。
【請求項３】
　該ＳＡＢＭがＤＩＣＬＰＲＷＧＣＬＷ（配列番号８）のアミノ酸配列の改変体を含み、
ここで、前記Ｃｙｓ残基を除いて、配列番号８の残基のうちの残基のいずれか１～５残基
が異なるアミノ酸残基で置換された、請求項１に記載のコンジュゲート分子。
【請求項４】
　前記ＳＡＢＭが：
Ｘａａ－Ｘａａ－Ｃｙｓ－Ｘａａ－Ｘａａ－Ｘａａ－Ｘａａ－Ｘａａ－Ｃｙｓ－Ｘａａ－
Ｘａａ
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Ｐｈｅ－Ｃｙｓ－Ｘａａ－Ａｓｐ－Ｔｒｐ－Ｐｒｏ－Ｘａａ－Ｘａａ－Ｘａａ－Ｓｅｒ－
Ｃｙｓ［配列番号１］
Ｖａｌ－Ｃｙｓ－Ｔｙｒ－Ｘａａ－Ｘａａ－Ｘａａ－Ｉｌｅ－Ｃｙｓ－Ｐｈｅ［配列番号
２］
Ｃｙｓ－Ｔｙｒ－Ｘａａ１－Ｐｒｏ－Ｇｌｙ－Ｘａａ－Ｃｙｓ［配列番号３］
Ａｓｐ－Ｘａａ－Ｃｙｓ－Ｌｅｕ－Ｐｒｏ－Ｘａａ－Ｔｒｐ－Ｇｌｙ－Ｃｙｓ－Ｌｅｕ－
Ｔｒｐ［配列番号４］
Ｔｒｐ－Ｃｙｓ－Ａｓｐ－Ｘａａ－Ｘａａ－Ｌｕｃ－Ｘａａ－Ａｌａ－Ｘａａ－Ａｓｐ－
Ｌｅｕ－Ｃｙｓ［配列番号５］
Ａｓｐ－Ｌｅｕ－Ｖａｌ－Ｘａａ－Ｌｅｕ－Ｇｌｙ－Ｌｅｕ－Ｇｌｕ－Ｃｙｓ－Ｔｒｐ［
配列番号６］
ＣＸＸＧＰＸＸＸＸＣ［配列番号２１］
ＸＸＸＸＣＸＸＧＰＸＸＸＸＣＸＸＸＸ［配列番号２２］
ＣＸＸＸＸＸＸＣＸＸＸＸＸＸＣＣＸＸＸＣＸＸＸＸＸＸＣ［配列番号２３］
ＣＣＸＸＸＣＸＸＸＸＸＸＣ［配列番号２４］
ＣＣＸＸＸＸＸＣＸＸＸＸＣＸＸＸＸＣＣ［配列番号２５］
ＣＸＣＸＸＸＸＸＸＸＣＸＸＸＣＸＸＸＸＸＸ［配列番号２６］
ＸＸＸＸＸＤＸＣＬＰＸＷＧＣＬＷＸＸＸＸ［配列番号１５５］
ＸＸＸＸＤＸＣＬＰＸＷＧＣＬＷＸＸＸ［配列番号１５６］
ＤＸＣＬＰＸＷＧＣＬＷ［配列番号４２３］
ＸＸＸＸＤＩＣＬＰＲＷＧＣＬＷＸＸＸ［配列番号４２４］
ＸＸＸＸＸＤＩＣＬＰＲＷＧＣＬＷＸＸＸＸ［配列番号４２５］
ＸＸＥＭＣＹＦＰＧＩＣＷＭＸＸ［配列番号４２６］
ＸＸＤＬＣＬＲＤＷＧＣＬＷＸＸ［配列番号４２７］
よりなる群から選択される直鎖状または環状のアミノ酸配列を含み、ここで、Ｘは任意の
アミノ酸残基である、請求項１に記載のコンジュゲート分子。
【請求項５】
　前記ＳＡＢＭが、配列番号７～２０、２７～１５４および１５７～４２１よりなる群か
ら選択されるアミノ酸配列のいずれか１つを含む、請求項１に記載のコンジュゲート分子
。
【請求項６】
　前記ＳＡＢＭが、配列番号７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、
１７、１８，１９および２０よりなる群から選択されるアミノ酸配列を含む、請求項１に
記載のコンジュゲート分子。
【請求項７】
　前記ＳＡＢＭが表１～９に記載されたペプチド配列のいずれか１つを含む、請求項１に
記載のコンジュゲート分子。
【請求項８】
　前記ＳＡＢＭが、約１００μＭ以下であるＫｄでもって血清アルブミンに結合する、請
求項１に記載のコンジュゲート分子。
【請求項９】
　前記ＴＡが抗体である、請求項１に記載のコンジュゲート分子。
【請求項１０】
　前記抗体がＦａｂ、Ｆ（ａｂ）２、ｓｃＦｖまたはダイアボディーである、請求項９に
記載のコンジュゲート分子。
【請求項１１】
　前記ＴＡが、癌において上昇する細胞表面タンパク質に結合する、請求項１に記載のコ
ンジュゲート分子。
【請求項１２】
　前記細胞表面タンパク質がＨＥＲ２、ＰＳＭＡ、ＰＣＭＡ、ＫＤＲおよびＦｌｔ－１で
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ある、請求項１１に記載のコンジュゲート分子。
【請求項１３】
　前記細胞表面タンパク質がＢ細胞表面マーカーである、請求項１１に記載のコンジュゲ
ート分子。
【請求項１４】
　前記Ｂ細胞表面マーカーである細胞表面タンパク質が、ＣＤ２０またはＢＲ３である、
請求項１１に記載のコンジュゲート分子。
【請求項１５】
　前記ＴＡが抗ＨＥＲ２抗体である、請求項１に記載のコンジュゲート分子。
【請求項１６】
　前記ＴＡが、配列番号４２８のＶＬ配列および配列番号４２９のＶＨ配列を有する抗体
である、請求項１５に記載のコンジュゲート分子。
【請求項１７】
　前記ＴＡが、配列番号４２８および配列番号４２９を含む抗ＨＥＲ２抗体の改変体配列
を含む、請求項１５に記載のコンジュゲート分子。
【請求項１８】
　前記細胞傷害性因子がモノメチルオーリスタチン（ＭＭＡＥ）である、請求項１に記載
のコンジュゲート分子。
【請求項１９】
　前記ＳＡＢＭと標的化因子または細胞傷害性因子との間に位置するリンカー部分がＧＧ
ＧＳである、請求項１に記載のコンジュゲート分子。
【請求項２０】
　前記ＳＡＢＭがヒトアルブミンに結合する、請求項１に記載のコンジュゲート分子。
【請求項２１】
　治療用の薬学的キャリアと混合された請求項１に記載のコンジュゲート分子を含む、組
成物。
【請求項２２】
　治療剤にコンジュゲートした血清アルブミン結合部分（ＳＡＢＭ）を含む治療剤を生産
する工程を包含する、治療剤の毒性を低下させるための方法。
【請求項２３】
　治療剤の毒性を低下させるための組成物であって、血清アルブミン結合部分（ＳＡＢＭ
）にコンジュゲートした該治療剤を含む、組成物。
【請求項２４】
　治療上有効量の請求項１に記載のコンジュゲート分子を含む、哺乳動物における治療剤
の毒性を低下させるための組成物であって、該組成物は、該哺乳動物に投与されることに
よって特徴付けられる、組成物。
【請求項２５】
　治療上有効量の請求項１に記載のコンジュゲート分子を含む、哺乳動物において癌を処
置するための組成物。
【請求項２６】
　治療上有効量の、自己免疫障害に寄与するかまたはそれを引き起こすＢ細胞に結合する
請求項１記載のコンジュゲート分子を含む、哺乳動物において自己免疫障害を処置するた
めの組成物。
【請求項２７】
　容器、請求項１に記載のコンジュゲート分子を含む該容器内の組成物、治療上有効な用
量を投与するための指示を含むパッケージ添付文書を備える、製品。
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